
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１６日（火）・１７日(水) 

受講者数  ２８名 

（講師含む） 

 

○言語ハードルを持つ児童の指導で、自分の経験が少なく、毎時間試行錯誤をくり返しています。

２つのお話の中でヒントをたくさんいただき、明日からの教材作成に役立てていきたいと思い

ます。 

○所属学級の生徒とのかかわりや「問題行動をなくすより、適応行動を促す」という太田先生の

話など、私が抱えている課題のヒントになりそうです。 

○実践レポートの交流により、今後の指導の参考になるものがたくさんありました。また、お互

いに悩んでいること、知りたいことの交流ができ、とてもよかったです。 

○実習がこれからの授業にとても役立ちそうな内容でとてもよかったです。 

○通常学級の担任の先生との関わりについてが、とても勉強になりました。また、発問の工夫も

参考にしたいです。意見交流では、日頃の悩みをみなさんにきいていただき、たくさんのアド

バイスをいただくことができました。 

○他の先生方との関係作り等、学校の中でどのように情報を発信すべきか（研修センターの方の

お話） 

 

 

受講者の方々の声 

谷﨑 美樹 先生 

（泊村立泊小学校） 

丸口 弘之 先生 

（黒松内町立黒松内中学校） 坂野久美子 先生 

（小樽市立稲穂小学校） 

太田 千佳子 先生 

（北海道立特別支援教育センター） 


